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藤女子大学図書館長

内田　博

発見の喜び

　読書を通じた発見について、個人的な体験を紹介します。
　もう三十年以上も昔のことになりますが、大学院生の頃に一年ほど
ドイツに留学していました。食事は学食と自炊でした。自炊のための
ドイツ料理の簡単な本を買いました。自炊や学食で分ったのは、日
本の主食とヨーロッパのメインディッシュは違うという当たり前のことで
した。日本の主食は炭水化物ですが、ヨーロッパの主食であるメイン
ディッシュは肉だということです。米料理は付け合わせかサラダにす
ぎないということです。牛肉より羊の肉の方が高級らしいとか、腎臓
の肉は高級品だとか、狂牛病がはやる前だったので、脳まで食べる
のかといった発見もありました。
　さて、帰国してから、十九世紀後半から末にかけてのドイツにおけ
る労働者生活史の本を読みました。そこに、ある工場労働者の一週
間の食事が紹介されていました。肉は週に一度しか、教会から戻っ
た日曜日の昼食でしか食べていませんでした。肉どころかバターも満
足に入手できず、植物油をパンに塗って食べていました。それだけ
貧しい労働者が多かったということなのですが、その貧しさが、肉中
心の食生活を実現できずに、パン＝炭水化物中心の食生活に具体
的に表れていたというのが、新たな発見でした。労働者の食生活の
内容が他階級とは異なるということは、当然ですが、食事の買い物
先が異なる＝生活圏も異なるということです。（同じ本には労働者向
けの商店の写真も載っていました。）労働者世界というキーワードは、
当時すでに存在し、労働者と他階級との生活圏の違いや生活感情の
違いが議論されていました。それを極めて具体的な生活場面で歴史
的に確認できたことは、のちの研究にとっても大きな意味をもちました。
　ここに紹介した話は、趣味と生活上の必要から始めた読書が研究
につながったという例です。世の中には全く無関係なものはありませ
ん。一見関係のない事柄でも、どこかをたどれば様々なつながりがあ
ります。要は、それが見えるか見えないかです。それがどんなものでも、
見えてくるとそれなりの喜びはあります。こうした喜びを与えてくれる装
置のひとつが書物です。
　レポート課題を書くために図書館から本を借りるのもよいですが、ひ
まつぶしに図書館に来て本を閲覧するのでもよいです。何か発見が
あるかもしれません。見つけられるかどうかは、あなた次第です。
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　大学図書館は大学教育を根幹で支えております。国や地
域社会の文化が図書館の内容と規模によってはかられるの
も、図書館が人びとの関心事と文化を映す鏡だからです。
近年の図書館事情ばかりでなく図書館の歴史物語に興味の
ある愛書家には、マングェルの『図書館―愛書家の楽園』
（白水社、2008年）をお勧めします。
　『論

ろん

語
ご

』で知られる孔
こう

子
し

の時代、中国の書物は竹
ちく

簡
かん

本
ぼん

で
した。それは、長方形の竹の簡

ふだ

を横に並べて韋
なめしがわ

の紐
ひも

で編
んで出来ている。孔子の「韋

い

編
へん

三
さん

絶
ぜつ

」の故事は、この革
の綴

と

じ紐
ひも

が三度切れるほど孔子が繰り返し愛読書に読み
耽
ふけ

ったことに由来します。
　世界で最初の公共図書館と考えられる、紀元前3世紀末
に建てられたエジプトのアレクサンドリア図書館は、その
当時すでに20万ものパピルスの巻物でいっぱいであった
という。これにならって図書館の建設を進めた小アジアの
エーゲ海沿岸のペルガモン王国は、エジプトからパピルス
の輸出禁止の妨害にあう。これに対抗して発明されたのが
羊の皮の紙です。羊

よう

皮
ひ

紙
し

がパーチモンすなわち「ペルガモ
ンの」と呼ばれるのはこのためです。虫がつきやすく劣化
の速いパピルス紙から、強

きょう

靭
じん

で文字が容易に消えず虫のつ
かない羊皮紙への書き写しは、貴重な図書の保存に大いに
貢献することになった。

　昨年の夏、私は30年来の友人の神父さんに会いにロー
マに行って来た。折角の機会なので、一度は行ってみたい
と思っていたヴェネツィアに立ち寄った。ラグーンの上に
一大都市を築き、繁栄を極

きわ

めた人々の後
こう

裔
えい

の暮しに触れて
みたかった。それとヴィヴァルディの「四季」の夏とトマ
ス・マンの「ベニスに死す」の浜辺の風に魅かれたからだ。
　水の都ヴェネツィアは教会の街でもあった。その中でも
聖母マリアを祀

まつ

るために建てられたフラーリ聖堂は荘厳を
極めていた。この聖フランチェスコゆかりのヴェネツィア・
ルネサンスの美の小宇宙のような聖堂で、私は日曜日の御
ミサに与

あず

かった。ミサの後で地元の人たちから親しそうに
声を掛けられた。ヴェネツィアから列車で30分ほどの処
に中世からの学問都市パドヴァがある。中世教会史を研究
する友人に勧められた通り、最初にスクロヴェーニ礼拝堂
を訪れた。私はジョットの天才に圧倒された。フレスコ画
の青の世界に身を洗うように立ちつくす異邦人に、職員が
間近で自由に鑑賞出来るように計らってくれた。街の中心
にあるパドヴァ大学は1222年創設のイタリアで二番目に
古い大学で、医学や自然科学の歴史を誇っている。コペル
ニクスが留学し、ガリレオが教鞭をとった、この伝統ある大
学の図書館と物理学博物館では、藤女子大学図書館の紹介
状のお陰で私は心温まるもてなしを受けた。世界で最初の

ドロミテの森：北イタリアから南チロルへと続くこの森の木は、ラグーンの湖
こ

沼
しょう

に打ち込む杭
くい

や造船に使用されてヴェネツィア共和国の都市
の建設と富の源になった。（世界自然遺産のドロミテのカドーレにて）

余
スコレー

暇と図書館 文化総合学科　桝
ます

潟
かた

　弘
こう

市
いち
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解剖教室では、つい今しがた別れを告げて来たばかりの美
しい礼拝堂の思い出を大切にしたくて、私は中に入るのを
止めた。しかし今も心残りなのは、薬学研究のために造られ
た世界遺産の植物園を見ることが出来なかったことです。
　ヴェネツィアではサン・マルコ広場にある国立サン・マ
ルコ図書館古文庫で、ギリシアの哲学者プラトンの羊

よう

皮
ひ

紙
し

の手
しゅ

写
しゃ

本
ぼん

とローマ詩人の最高峰といわれるウェルギリウ
スの羊皮紙の手写本を閲覧した。古文庫の図書戸籍には「プ
ラトン対話編、12世紀の手写本を1796年に再写本」と記

しる

してあった。紙の活
かっ

版
ぱん

印
いん

刷
さつ

が一般的であったフランス革
命期に書き写されたこの分厚いギリシア語の羊皮紙本に
は、プラトン・アカデミズムの精神を彷彿させるものがあっ
た。荘

そう

重
ちょう

な室内には、良い図書館に共通の穏やかさと優し
さがあった。日本に帰ってから分かったことだが、1513
年には既にヴェネツィアでプラトン全集の活字本が出版さ
れている。私は改めて文化伝承の精神の本質に直

じか

に触れた
気がした。
　このサン・マルコ図書館はイタリア・ルネサンス初頭の
偉大な詩人、ペトラルカの蔵書を基

もと

に創設されたというこ
とで、彼の巨大な胸像が目に飛び込んできた。詩人にして
人
ヒューマニズム

文主義の父であるペトラルカは、「ほんとうに人間であ
4 4

る
4

」ことの証
あか

しを「人
フ マ ニ タ ス

間性・人間的教養」（humanitas）
に見い出した。人間愛を信じ、「人

フマニタス

間性を纏
まと

い野獣性を脱
ぎ捨てること」こそが、人間の尊厳を確立する道だと考え
た。「人

フマニタス

間性」とは、実践と理論の知識、節度、親切、思
いやり、そして礼儀正しさのことである。
　考えてみると、いま私たちは、自分自身のつくったもの

に後れをとるという逆
パラドクシカル

説的な状況の中にあるように思われ
る。人間は、近視眼的には科学技術の恩恵を享受し、大局
的には巨大科学技術ネットワークの網

あみ

に漁
すなど

られているよう
に思えてならない。たとえば、狂騒する世界金融市場の前
では先進諸国さえ成

な

す術
すべ

が無いからだ。生命、環境、情報
の分野では山

さん

積
せき

する新たな倫理問題に追われている。いた
るところで仮象と現実が錯

さく

綜
そう

し、縺
もつ

れ、離
はな

れる。しかし問
題が多様化しグローバル化すればするほど、私たちは常に
繰り返し一つの命題に立ちかえることを余儀なくされる。
それは、プラトンの師のあのソクラテスが死に臨んで友人
と確認し合った人間の生の原則である。「大切にしなけれ
ばならないのは、ただ生きるということではなく、よく生
きるということなのだ。」
　情報の洪水に飲み込まれることなく、文明の変化の奔

ほん

流
りゅう

に棹
さお

さして、しかもいたずらに流されることなく生きる
確かな道は、ただ一つであるように思われる。それはよく
学びよく考えることである、と私は思う。真理は遍

あまね

く平凡
である。「学

まな

んで思
おも

わざれば則
すなわ

ち罔
くら

し、思
おも

うて学
まな

ばざれば
則
すなわ

ち殆
あやう

し」で、情報収集にばかり夢中で考えることを怠る
と、混乱に陥り自分を見失うことになるし、考えるだけで
世の中に学ぼうとしなければ、社会に出ても独断的になり
うまく行かないことが起るからです。
　学生時代は、文字通りよく学びよく考える力をつける時
です。すべてに時があります。青春は学びの時です。プラ
トンを生涯の師と仰ぐアリストテレスは、私たちが人生に
おいて望むことのできる最も喜ばしいものは何かを問われ
て、「スコレー」すなわち「余

よ

暇
か

」であると答えています。
スクールの語源であるこの言葉が意味するものは、単なる
休息のことではない。何かが生まれてくる「自由な時間」、
何かが根付く「落ちついた時間」のことです。大学図書館、
そこには飛び切り上質の余

スコレー

暇があります。

パドヴァ大学物理学博物館所蔵のガリレオの「物体の落下の法則」
が直接目で見て分るようにするための装置。

パドヴァ大学図書館所蔵のガリレオの 1623 年出版の
『Il Saggiatore（鑑定官）』の貴重本。
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第一回　フィリピン支援NGOハロハロの会
担当　英語文化学科４年 中村さん、曽根本さん
　　　英語文化学科３年 坂田さん、人間生活学科２年 中村さん
コメント　
　フィリピンの子供たちと
交流するボランティアツ
アーに参加した４人で、図
書館展示を行いました。フ
ィリピンのことを伝えたい
‼という思いがきっかけで
す。
　展示はボランティアをし
たい方だけではなく、多く
の方に興味を持ってもらえるような内容にしたかったので、本の
選択にはとても迷いました。海外についての本や、フィリピンに
ついての本など、色々な種類の本をバランスよく選べたと思いま
す。生徒の方が立ち止まって、展示してある本や写真に興味を持
ってくれているのを見ると、とても嬉しかったです。本とのいい
出会いを作れていたらいいな、と思います。以下は、他のメンバ
ーからのコメントです。
中村（文）さん「やりたいと思ってもなかなか始められないボラ

ンティア。少しでも気になる本があれば手にと
って、一歩踏み出してほしいです。」

中村（友）さん「大変だったけど、みんなにフィリピンのことを
少しでも知ってもらえるきっかけになったと思
うので、やって良かったです」

「やさしい」って、どういうこと？（アルブモッレ・スマナサーラ）159 / Su56
夢は逃げない。逃げるのはいつも自分だ。（高橋歩）159 / Ta33
東南アジアのキリスト教（寺田勇文）190.22 / Te43
フィリピン民衆の解放とキリスト者：獄中からのメッセージ（デ・ラ・トーレ）

190.22 / To69
マザー・テレサと幸福への道（アイリーン・イーガン他）190.28 / B62e
愛しあおう。旅にでよう。（高橋歩）291 / Ta33
フィリピンの歴史・文化・社会：単一にして多様な国家（デイビッド・Ｊ.スタインバーグ）

292 / St3
これからのフィリピンと日本：民際交流のすすめ（ルベン・アビト）319 / H11
わかりやすい国連の活動と世界：国連英検指定テキスト（日本国際連合協会）

329 / N71
国際ボランティアガイド（パックストン美登利）　329 / P28

ほか28冊

第二回　藤女子大学のサイエンスブックス
担当　図書館情報学課程　科目等履修生　成田さん
コメント
　昨秋、「伝えるため
に．．．きいて読む、
読んできく」と題し
て、主に自然科学書を
本館で展示させていた
だきました。数年前か
ら取材・執筆活動をし
ているサイエンスポー
タル*の記事と書籍との
コラボレーションを考えたのです。学会講演などを原稿にまとめ
るとき演者の文献も参照することがあり、複数の先生方のご著書
が藤女子大学図書館に所蔵されていたからです。展示ではポップ

学生による企画展示展 示 紹 介

　昨年度、図書館で展示をしてみたい学生さんを募集したところ、３組の応募がありました。ボランティア活動
に関係するものなど、それぞれに特色のある魅力的な展示でした。開催した順番に写真付きでご紹介します。

の書誌情報に記事の引用を添えました。原稿の作成では専門的な
お話をわかりやすく、正確に伝えようと思案します。特に医療分
野は言葉や表現に注意しています。図書館情報学を学んでいて良
かった．．と思うエピソードもありました。時々同サイトの「科
学のおすすめ本」に書評も寄せています。『土の科学**』という
新書で思いがけなく高村光太郎の作品に出会いました。詩の余韻
と著者の滋味豊かな記述があいまって、土（土壌）の深遠な価値
がじっくり伝わってくる本です。
* サイエンスポータル：独立行政法人 科学技術振興機構（JST）が運営する
ウェブサイト → http://scienceportal.jp/　
**本館収蔵

　美食のフランス：歴史と風土（ジャン＝ロベール・ピット）383 / P69
　　生物多様性とは何か（井田徹治）468 / I18　
　　人間とは何か：チンパンジー研究から見えてきたこと（松沢哲郎）489 / Ma93
　発がん物質（杉村隆）491.6 / Su39
　がんとこころのケア（明智龍男）494.5 / A33
　地球環境50の仮説（西岡秀三）519 / N86

　　持続可能な低炭素社会（池田元美ほか）519 / Y86
　　循環型社会：持続可能な未来への経済学（吉田文和）519 / Y86

ほか5冊・括弧は編著者

第三回　レポートでお世話になった本
担当　日本語・日本文学科４年　齊田さん
コメント
　私は、レポートやゼ
ミで使用した本を選
び、図書館展示企画で
展示をしました。本を
選ぶために、過去四
年間分のレポートを読
みましたが、思わず穴
があったら入りたい気
分になってしまいまし
た。しかし、恥ずかしさと同時に私がこの四年間何をしてきたの
かを見つめ直す、良いきっかけにもなり、楽しんで本を選ぶこと
ができました。展示した本の中では、講義で発表することが出来
た京極夏彦『陰摩羅鬼の瑕』が一番思い入れのある本です。
　展示した本のジャンルは、純文学、大衆文学、ミステリと様々
です。また時代も近代～現代までといった幅広く様々な本を並べ
ました。
　図書館にある正面の一番目立つガラスケースの中に本を展示し
たのですが、少々地味な展示となりました。そのため、見てくれ
る人はいるのかと不安を感じましたが、展示の前で足を止めた方
がいらしたので、嬉しかったです。図書館展示企画に参加させて
いただき、ありがとうございました。

至高聖書(アバトーン) （松村栄子）
913.6 / Ma82

新宿鮫 : 無間人形（大沢在昌）
913.6 / O69

菊慈童（円地文子）913.6 / E58
女坂（円地文子）913.6 / E58
虞美人草（夏目漱石）913.6 / N58 / 1

陰摩羅鬼の瑕（京極夏彦）913.6 / Ky5
後巷説百物語（京極夏彦）913.6 / Ky5
暗い絵（野間宏）913.6 / N94
惜別（太宰治）913.6 / D49
定本久生十蘭全集　913.6 / H76k

ほか16冊

※皆さんの学年は展示当時のものです。
※ は花川館所蔵です。
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図書館キャラクター「きしんさん」に決定！

　「図書館キャラクター」の募集を昨年９月から11月にかけて行ったところ、本館・花川館合わせ
て32点の応募がありました。12月にコンテスト形式で投票を実施し、投票総数は228票でした。応
募、投票へのご協力ありがとうございました。
　さて、気になる投票の結果は…！

表彰式の様子（１月25日、本館にて）
日本語・日本文学科　矢部さんと内田館長

コンセプト
花とつぼみがモチーフです！好奇心
のつぼみが花開くイメージをキャラク
ターにしてみました。

第一位
「きしんさん」

得票総数63票

第二位
「フジラネ」

得票総数24票

コンセプト

　情報や資料が溢れる図書館を海に見立てその中を泳ぐ、というイメージから海の生物をモ
チーフにして描きました。（絵の中でも本の情報を海水として描きました。）
　その海の生物の中でクリオネを選んだのは、普段は優雅に海を漂っていながら獲物を見つけ
ると素早く動き捕まえてしまう所から、同じ様に図書館を利用する人が求める資料・情報を素
早く得てその情報をかみ砕き、新しい自分の情報にしていってほしいと思ったからです。また、
クリオネの名前の由来に文芸の女神が関わっている事も、沢山の資料や作品とめぐり合う場所
である図書館にあっているのではと感じたこともクリオネを選んだ理由の一つです。キャラク
ターの名前はクリオネと藤女子大学、図書館（ライブラリー）をかけてつけました！

第三位
「ナチュア」

得票総数19票

コンセプト

　藤女子大学の象徴である藤の花
から生まれたナチュアちゃん。ツ
ルに囲まれながら、本を読むその
姿は、まさにあたたかさと気品を
兼ね備えた藤の図書館をイメージ
しています。

　結果は「きしんさん」がダントツの得票数で一位となりました。
　キャラクターに決定した「きしんさん」は、これから図書館のホームページや配布物、ポスター、オリジナルグッズなど、様々なところで
活躍予定です。

最近、図書館の本を汚したり、書き込みをする利用者が目立ちます。

本は雨、雪、飲み物、お弁当などで濡れてしまうとページがくっついて使えなくなります。

カバンの中にしまうときも、必ずビニール袋に包んで持ち運ぶようにしましょう。

汚れた本は弁償してもらっています。利用証の貸し借り、本の又貸しはしないでください。

大事にしよう

よろしく
お願いします!
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図書館のカウンター前に、一週間ごと新しく入った
本が並ぶ棚がある。図書館の職員が選書した本、
図書館利用者の希望で購入した本、学科の希望
で購入した本などが並ぶ。予約することもできるの
で、ぜひチェックしてみよう。

藤女子大学図書館ホームページの
蔵書検索をひらいてベストリーダー
のボタンをクリックしてみよう。図
書館で利用されている本のランキ
ングがわかる。

本屋に行き、売り場を軽く一周してみる。「い
いかも。」と思う表紙が目に入ったら、手にとっ
てひらいてみる。続きが読みたいと思ったら入
手してみる。ハズレてしまうこともあるけれど、
失敗を恐れずにとりあえず手に入れてみよう。

いま流行の漫画、ライトノベル、小説などを探したい方におすすめ。最近のトレン
ドを短時間にチェックしたいなら、図書館にもある雑誌『ダ・ヴィンチ』、『本の雑誌』
をひらいてみよう。毎年、年末になると年間総合ランキングの特集が組まれるので
一年間のヒット作品はこの号で確認できる。

紀伊国屋などの大型書店のホームページには、書評ブログが併
設されている。書評を読めば、自分の好みと丸っきり違うものを
手にとってしまった！　なんてことはない。背伸びして、ちょっと難
しそうな本をチャレンジして読んでみたものの、途中で挫折した。
誰でもこんな経験はあるはず。でも、書評を読んで、一度頭にポ
イントが入っている状態なら、気持ちもラクラク。

例えば、語学検定受験対策に一冊選びたい。本屋に行っ
てみたらどれも似通ったタイトルで、どれを選べばいいかわ
からない。そんなとき、星の数、レビューから判断材料を得る
ことができる。登録すると、購入しなくてもあなたの閲覧履
歴から傾向を分析し、新刊本などオススメ商品をメールで
教えてくれる。

あの人が美味しいと紹介したお店がよかった。それが続くとその人と
自分の味覚が近いということになる。本を読むのも同じこと。「その
道に詳しい、この人の紹介なら読んでみたい！」そういう人、自分の感
性に合う書評家を探すという方法もある。例えば、斎藤美奈子、豊
崎由美などの書評本が図書館にもあるので読んでみて。

大きな出版社や本屋が、作っている新刊本紹介のための雑誌。大
学の図書館にもおいてある。そのほとんどがA5サイズの小冊子で、
毎月発行される。無料でもらえるものが多いが、有名な著者のコラ
ムが連載されていたり、書評があったりとなかなか読み応えがある。

作家、学者、タレントなどが、話題の本を論評している。新聞の
紙面でもネット上でも朝日、毎日、読売新聞などの書評を読むこ
とができる。

読みたい本のジャンルがあるけど、どれがいいかわからない。でも
誰に聞いたらいいかわからない。そんなとき、質問者のコメントをた
どると、自分が探している好みの小説を紹介していることがある。
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も
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、
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「雑誌『ダ・ヴィンチ』、
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「書評ブログを
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「Amazonの
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図書館委員会からのお知らせ

2010年４月　 • AcademicOneFileというデータベースが利用できるようになりました。

　　　　　　　 英語で書かれた学術雑誌の他、読み物系の雑誌記事や新聞記事も見ることができます。英文学、海外文化の研究に

使えます。

2010年７月　 •  図書館本館で展示してくれる学生ボランティアを募集しました。計３組の応募があり、順次展示していただきま

した。

2010年９月　 •  図書館キャラクターの募集を開始し、11月に締め切りました。合計32点の応募があり、コンテスト形式で投票を行っ

たところ、「きしんさん」に決定しました。

「図書館だより」前号で、2010年度図書館委員会として実行すべき課題10項目についてお知らせいたしました。委員会として各

項目の纏めを行ないました。その中から本学の研究成果である研究紀要電子化の現状についてお知らせいたします。

　本学における紀要の電子化については、2006年7月から国立情報学研究所（以下NII）の論文情報ナビゲータCiNii＊1 への登録

で開始されました。

　これはNIIの研究紀要公開支援事業で、登録誌の申請、採択、冊子体の送付、電子化、公開と言った手順に基づき事業が進めら

れました。本学では3年間この支援事業により電子化をすすめました。2009年度からは支援事業の方法変更により、各大学が電

子化しCiNiiに登録するか、各大学独自に「機関リポジトリ」＊2 を構築することとなり、本学では研究紀要納品時に冊子体の他に

PDFファイルでも納品いただきこれによりCiNiiに登録することとしました。

　また過去に発行された紀要類については、執筆者の先生方に電子化の許諾請求をおこない許諾を得た論文について電子化し登録

しております。

藤女子大学紀要1部 第4号（1966）～47号（2010）＋

　　　　　　　2部 第5号（1967）～47号（2010）＋

キリスト教文化研究所紀要 第1号（2000）～第10号（2009）＋

人間生活学研究 第14号（2007）～第17号（2010）＋

藤女子大学福祉研究所年報 第1巻1号（2006）

藤女子大学QOL研究所紀要 第2巻1号～5巻1号（2010）＋

登録論文数　317論文　現在電子化作業中195論文　計512論文

○対象誌と電子化状況（2011年3月現在）○ 今後、対象となってい
ない紀要類についても編集委
員の先生方とご相談しながら順
次電子化できるよう検討をすす
めていく予定です。
どうぞご利用下さい。

2010年度図書館のあたらしい動き

 データベース利用統計よりお知らせ
　2009年度より本学が契約しているJapan Knowledge＋（ジャパンナレッ
ジプラス）は、辞書・事典を中心に構成されたコンテンツから横断検索がで
きるデータベースです。Japan Knowledge ＋は、全国の大学で 304校（※）
に導入され、そのなかでも本学は、デジタル大辞泉、国史大辞典、日本国語
大辞典、日本大百科全書などを中心に、全国的に見ても高い利用率を誇って
います。
　全体的な検索数はもちろんのこと、日本語・日本文学科のゼミで使われる
日本国語大辞典の利用が圧倒的に多く、次いで国史大辞典と日本大百科全書
の利用が持続的な動きをみせています。一年間（2010 年）を通してみると、
10月の利用率が高く、304校中 9位のアクセスがありました。
　※ 2011 年２月時点

1 位　早稲田大学
2位　東京大学
3位　京都大学

　　…
9位　藤女子大学

2010年10月の

導入校検索ランキング

＊1「CiNii」とは
　 学協会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館の雑誌記事索引データ
ベースなど、学術論文情報を検索の対象とするデータベースである。登録
件数は1,300 万件以上で、その中には本文が公開されているものも多い。
http://ci.nii.ac.jp/

＊2「機関リポジトリ」とは
　 研究機関がその知的生産物を電子的形態で集積し保存・公開するために
設置する電子アーカイブシステムである。
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藤女子大学 図書館だより 第 81号 2011.3

所蔵館：花川館
請求記号：376.19 / U14

「うまれてきたんだよ」

　この世に生まれてきても大事にされない命が
あるということ。淡々とした語り口ですが、重
いテーマを描いた絵本です。ニュースを聞いて
ももはや驚かなくなってしまうほど、幼児への
虐待事件は多く起こっています。どうか、一人

でも笑っている子ども、親に抱っこしてもらえる子どもが増えますよう
に。そのためには傍観者ではなく、身近な問題として幼児虐待を意識し
ていかなければと思います。

所蔵館：花川館
請求記号：376.19 / Te31

「みずならのいのち」

　人間や動物に比べて、樹木
の生命はなんと長いことで
しょう。百年という単位で自
然を眺めてきたみずならの木
が、年老いて何を思うのか。

版画による絵がとても力強く、優しく、森の生きもの
たちを静かにたくましく見守ってきたみずならの姿に
重なります。

所蔵館：花川館
請求記号：

376.19 / H36

「ぼくがラーメン
たべてるとき」

　「ぼくがラーメンたべてるとき、と
なりでミケがあくびした」こんな出だ
しの絵本。となりのミケから、となり
のお友だちへと視点は移り・・・今こ
こで平和に暮らしているぼくの、遠く
離れたどこかの国では同じくらいの歳
の子どもが戦禍を被っているという事
実。読後、外を吹く風が違ったものに
感じられるかもしれません。

所蔵館：花川館
請求記号：493.9 / Su96

「みんなあかちゃん
だった」

　赤ちゃんが生まれてから2ヶ月、3ヶ
月、半年・・・この時期にはこんなことが
できるようになります、と赤ちゃんの成長
記録のような絵本。2歳を過ぎる頃には少
しずつ身支度が自分ひとりで出来るように
なり、赤ちゃんからこどもへと成長しま
す。たくさんの人が大人になり、やがて
いろいろな職業につくけれど、最初はみん
な・・・。当たり前のことですが、最後の
一文にはじんわりと感動します。

所蔵館：本館
請求記号：376.19 / Mi27

「ぼくの
図書館カード」

　人種差別が行われていた1920年代のア
メリカ南部では、黒人は図書館を利用する
ことは出来ず、読み書きを覚えることすら
必要ないとされていました。それでも本を
読みたいという気持ちを抑えることは出来
ないし、読む前と後では世界が変わって見
えるような本との出会いは何ごとにも替え
られません。読書とは知識を得るだけでな
く、人間としての命を生きるということに
つながっているのですね。

ケータイから
本が探せます！

QRコード

■編集後記■
　今年は、藤女子大学図書館開館50周年の年です。81号の巻頭言は、
「発見の喜び」と題して内田博図書館長、桝潟弘市先生より「余

スコレー

暇と図書
館」、企画展示に参加した学生よりご寄稿いただきました。この場を借り
てお礼申しあげます。
　昨年度募集した図書館キャラクターが「きしんさん」に決定しました。
「きしんさん」は、好奇心のつぼみが花開く姿をイメージして作られまし
た。そもそも、種がなければ花は咲きません。図書館における活動も、
「種をまく」ことから始まります。図書館キャラクターの募集、応募作品
への投票から決定といった試み、学生の活動を中心とした「学生さんの企
画展示」も、ひとつの「種」といえるでしょう。小さな「種」に「水をや
り」、「育てる」ことによって、何らかの「つながり」が「見えてくる」の
かもしれません。 （M）

　皆さんは最近絵本を読みましたか？大人になって
からの絵本には、子どもの頃とはまた違った魅力が
あります。花川館に絵本が多いのはもちろんのこと、
本館には英語の絵本を多く所蔵しています。短い英
文をたくさん読むことで英語力がつくというメリッ
トもあるそうです（大きな声では言いにくいですが、
絵本の場合、言葉が分からなくても楽しめますね）。
今回は数ある絵本の中から「いのち」をテーマにセ
レクトしてみました。さあ、絵本の世界へ。


